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学校教育目標

楽しくやりがいのある学校教育の推進～「がんばり」と「優しさ」の発揮～
チャレンジ目標

〇 めあてを意識した自主学習を行おう。
〇 菱中スタンダードのレベルアップを意識して生活しよう。

裏面もあります

二学期を通じて、生徒の皆さんが見せてくれた熱意と努力に心から感謝しています。特に、体育大会や文化祭などの学
校行事での皆さんの活躍は、学校全体に大きな感動を与えてくれました。
体育大会では、競技に参加した皆さんの一生懸命な姿がとても印象的でした。勝っても負けても、仲間を応援し合い、

全力を尽くす姿勢は、まさにスポーツマンシップの鑑でした。これらの経験を通じて、皆さんは友情の大切さや協力の精
神を学び、成長したことと思います。
文化祭では、それぞれの部門が工夫を凝らして企画し、展示やパフォーマンスを披露し、多くの来場者に喜びと驚きを

もたらしました。学年での合唱もよかったですね。皆さん一人ひとりの努力が結集した結果、素晴らしい文化祭が実現し
ました。エンディングでは機器のトラブルもありましたが、そのトラブルを協力して乗り越えようとする姿勢が、学校の
一体感をより強固にしてくれたと思います。一つ一つの学校行事を通して本当に多くのことを学ぶことができた二学期で
した。
これから冬休みに入りますが、冬休みは短い分、いろいろなことに全力で取り組むにはちょうど良い長さだと思います。

夏休みのように1ヶ月以上休みがあると、途中で少し疲れて、常に全力で取り組み続けるのは難しいと思います。しかし、
冬休みはたった２週間です。取り組む内容はなんでもいいと思います。勉強や部活動はもちろん、手伝いもできますね。
趣味に没頭する（３年生は別です）のもいいですね。ぜひ、この冬休みを「全力で過ごした」と言い切れる休みにしてみ
てください。三学期の始業式で元気な姿を見せてください。 校長 終業式の挨拶より （一部抜粋）

二学期を終えて

１２月１０日（火）６校時に、次の菱海中を引っ張っていく生徒会役員を決める生徒会役
員選挙立会演説会、そしてその後投票が行われました。演説会では、生徒会長への立候補者
４名、書記への立候補者３名が、それぞれの公約をもとに自分のめざす菱海中学校について
話をしてくれました。
その後、厳正なる投票が行われ、生徒会長、副会長、書記の３名が選ばれました。これま

での菱海中学校の素晴らしい伝統を受け継ぎながら、さらに自分たちの目標とする新たな菱
海中をめざして日々頑張ってほしいと思います。投票してくれた生徒の皆さんも、自分たち
が生徒会の一員であるということを自覚し、３名の生徒会役員を支えながら一緒によりよい
菱海中学校を創っていきましょう。

生徒会役員選挙 立会演説会・投票

１２月６日（金）ラポールゆやにて、2年生の「立志式」を行いました。「立志式」は、数え年で１５歳、現在の年齢で
１４歳の時に元服のお祝いをしていたことに由来します。この元服にならい、志を立て、大人への第一歩を踏み出すこと
を目的として行われます。生徒はこれまでの自分を振り返り、これから自分がどんな夢や目標をもって頑張りたいかを
「〇〇な人になる」という「誓いのことば」に込めて、2年生保護者、全校生徒、向津具小学校の5年生、学校運営協議会
の方々を前に発表しました。緊張している様子がうかがえましたが、誰一人言葉に詰まることなく、堂々と発表した姿は
大変立派でした。
後半の記念講演は、金子みすゞ記念館の館長 矢崎節夫 様に「高い志をもって生きる ～みんなちがってみんないい～」

という表題で行っていただきました。金子みすゞさんの４編の詩「大漁」「こだまでしょうか」「さびしいとき」「私と
小鳥とすずと」を紹介されながら、地域のみんなに大切にされているからこそ「立志式」が行われていること、自分とい
う存在は自分一人では成り立っていないからこそ、周りの人に声をかけてあげることの大切さについて話をされました。

２年生は、年が明けた１月には３年生からバトンを受け渡され、菱海中学校を引っ張っていく存在になります。立志式
で学んだことを通してさらに成長してほしいと思います。
ご参加いただきました保護者の皆様、地域の皆様、ラポールゆやの皆様、ご協力いただき大変ありがとうございました。

令和6年度 立志式・記念講演会



１月の主な行事予定

２０日（月）、２１日（火）
２３日（木）、２４日（金）
２３日（木）第４回学校運営協議会
２６日（日）長門市民駅伝大会
２７日（月）３年学年末テスト 菱中T

１月６日（月）学力UP学習会
８日（水）始業式、任命・交代式 菱中T
９日（木）PTA会長選挙開票

１０日（金）３年習熟度テスト

本校ホームページ
QRコード

よいこと表彰

１２月７日（土）に、長門市
青少年育成市民会議主催の「よ
いこと表彰」の表彰式が行われ、
地域の高齢者のお宅を訪問する
ふれあい活動に取り組んだ、３
年生の田原君と１年生の光永さ
んが表彰されました。受賞おめ
でとうございます。

１２月１日より、「ふれあい夢通信」ホームページ
に「第76号(2024冬号)」を掲載されました。県教育・
イベント情報など、本県教育に関する様々な情報が得
られますので御一読下さい。また、県内の教育活動に
関する施策や申込みの通知がタイムリーに入手できる
「ふれあい夢通信SNS」にぜひ御登録下さい。

○「ふれあい夢通信」ホームページアドレス
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/
kyouiku/26130.html

〇 「ふれあい夢通信」SNS登録URL

LINE X Facebook

ふれあい夢通信
第７６号（2024冬号）のお知らせ

教育相談①～④

生徒会企画（人文字）

１２月９日（月）、現生徒
会主催の最後の生徒会企画が
行われました。今年度の生徒
会スローガンは「輝 ～ひと
り一人が主人光～」でしたが、
いろいろな行事や学校生活を
通じて、たくさんの輝きを見
せてくれました。ありがとう
ございます。

１１月２６日（火）、１２月３日（火）、１２月９日（月）の総合的な学習の時間に、長門市社会福祉協議会の方々を
講師にお招きし、高齢化が進む地域の現状への理解を深め、高齢者とのかかわり方を考えることを目的として「ふるさと
福祉学習」を行いました。１１月２６日（火）は認知症サポーター養成講座として、講義を受けたのち、生徒や教員も出
演した寸劇を通して認知症の方との接し方を学びました。相手のことを考えたさりげない声かけが大切でしたね。１２月
３日（火）は体育館を使って「車いす体験」を行いました。車いすの操作について理解するとともに、車いすに乗ってい
る方に不安を与えないように、一つ一つの動きの前に声をかけることの大切さを学びました。１２月９日（月）は、高齢
者が実際にどんな風に感じているかを、視野を狭めたゴーグル、声を聴きづらくするイヤーマフ、関節の動きを制限する
サポーターなどを使用して擬似体験を行いました。
今後ますます高齢化社会は進んでいきます。こういった体験を行うことで、高齢者福祉に対する関心を高め、社会全体

で高齢者を支える意識を育てることができるのではないかと考えます。誰もが支え合いの精神を持つことで、より豊かな
ふるさとを築いていきたいですね。

１年ふるさと福祉学習

１１月２５日（月）の６校時に、闇バイトの危険性につい
て長門警察署生活安全課からお話をしてもらいました。これ
は、光市で、ＳＮＳの闇バイトに応募したとみられる１８歳
から１４歳の中高生３人が強盗に入ろうとして逮捕されたこ
とを受けてのことです。ＳＮＳやｲﾝﾀｰﾈｯﾄの掲示板には、仕
事の内容を明らかにせずに高額な報酬
の支払いをうたい、犯罪の実行者を募
集する投稿が掲載されていること、軽
い気持ちで応募して脅迫され、強盗や
詐欺といった犯罪を犯してしまう人が
いること、もし応募してしまったら勇
気を出して警察に相談することについ
て話をされました。SNSやｲﾝﾀｰﾈｯﾄは
私たちにとって身近な世界です。危険
性を十分理解し、巻き込まれないよう
に気を付けましょう。

闇バイトの危険性避難訓練・防災講習

１１月２０日（水）に避難訓練・防災講習を行いま
した。生徒には詳細な日時は伝えず、１８日～２２日
の期間内で実施することのみ伝えていました。１３時
３０分に理科室から出火した想定で訓練を始めました。
昼休み中で、初動は早かったものの、実際にグラウン
ドに避難するのに少し時間がかかってしまい、長門消
防署から判断することの大切さについて指導を受けま
した。
グラウンドに避難後、

消火器の使い方につい
て指導を受け、希望生
徒が水消火器を実際に
使って訓練を行いまし
た。家庭や地域でも、
万が一の時は正しく使
えるようにしたいですね。


